















「ま さ に労 働 組 織 が … …す べ て の
社 会 的生 活 の もっ と も主要 な,根
幹 的 な そ して焦 眉 の 問 題 で あ る。」
(B.H.Jlexxx.HoπH.co6P.coq.,
T.36,cTp.147.)
1.は じ め に
共産主義一 人格 と社会の全面的発達を自己目的とする一 を構築 しつつあるソヴェ トに
おいて,科 学技術の進歩が,そ の物質的一技術的基礎を創出するための主要な挺子であ るこ
と,い うまでもない。 しか しそれとともに,きわめてアクチュアルな意義を有するのが労働
組織の完成化である。第24回党大会は指摘 した,「この(=労 働生産性の急速な向上)課 題
は,生産の技術装備の改善によって遂行される。労働の機械化 と平行 して,生 産 と労働の組




年6月 の全連邦協議会の勧告によると,現 代の諸条件にお・けるHOTと は,「生産 のなかに
系統的に定着された科学の 諸成果 と進歩的 な経験に基礎づけられ,技 術 と人びとを単一の
生産過程のなかで結合することをもっとも可能にし,物質的および労働的な予備のもっとも





産性の向上 を確保す ること。第二 に,社会の主要な生産力である人間の健康を保持するのに
好ま しい生産諸条件を創 出す ること。そして第三に,労働過程において新 しい人間を養育す
ること,労働 をかれの第一次生命的欲求に変えること,つま り労働の魅力性や内容性の程度
を高めること,労働に真に創造的な性格を付与すること,である。勧告はまたHOTの 基本





労働の手法と方法の合理化 ④ カードルの養成改善 と技能等級向上 ⑤労働の規制化の完成
化(労 働の物質的および道徳的な刺激づけと結びつけて)⑥ 労働条件の改善 ⑦勤労者の労
働規律の強化 と創造的活動性の向上(主 要な役割は社会主義競争の組織化に属する)。
ところで,上 記 したHOTの任務は,ユ ・ドゥブロフスキーによると,第 一が経済的任務
3)
であり第二が精神生理学的任務であり そして第三が社会的任務である。 このことはHOTの
任務 を純粋に経済的な性格の問題にのみ帰着させてはいけない ことを意味する。ヴェ ・ゲ ・
アファナシェフはかいている。社会主義的労働組織は 「経済的な問題だけでな く社会的な問
題でもあるのだ。」それは 「社会的所有をその根底とした経済的諸関係の質的に新 しい型に土
台をお・いてお り」 「相互友情 と相互援助の諸関係により結びつけられた人びとの 相互作用の
組織である。それは労働そのものにたい しても労働する人びとにたいしても,労働の手段に
たい してもその結果にたい しても,人 びととの関係の新 しい形態を呼びお こす。それは社会
主義競争を生みだ し,意識的な労働規律:,創造的発意,社 会的資産にたいする倹約的な態度
4)
を前提する」 と。 したがって,HOTの 問題の解決には経済学 ・技術学だけではな く,心理
学・生理学や社会学などの複合的な研究が必要なのである。イ ・ぺ ・ラチェンコはいう。「若
干の著者が労働組織は労働経済学の対象であると考えていることは偶然ではない……これら
すべての問題は究極的には一つの 一般的問題一 労働生産性一 のまわりに集中されてい







ソヴェ1・において,HOTの 問題のかかる複合的な研究の必要が 強調されは じめたのは,
60年代に入って とりわけ半ば以降であった。1965年9月,ソ連邦共産党中央委員会総会は,
「工業管理の改善,計画化の改善,工 業生産の経済的奨励の強化について」 という基調報告









的進歩 の要請 に合致 した生産 と労働 の科 学的組織 を ソヴ ェ トの全企業 に定着 させ ることであ
6)
る,と 。 この ことは,共 産主義建設 の諸条件で,ま た,企 業へ の最新技術 の装備,生 産諸過
程 の複合 的な機械化 と自動化 の実施 とい う諸条件 で,HOTの 諸 問題 を複 合的に解 決 す るこ
とが急務 にな った ことを示す。
で は,ソ ヴ ェ トはそれ以前,HOT運 動 の歴史 を もってい なか ったのか。 否,む しろ輝 か
しい歴史 を もっていた。十月革命後 外国の軍事干 渉 と内戦 の時期 を経て,よ うや く国民経 済
の復興 と新 しい社 会の建設 に立 ちあが った とき,す なわち20年代 にはい ると,レ ーニンの指
導 の もと,HOTを めざ した大衆 的な運動 が さまざま な地域に生まれ,そ してダ イナ ミック
に展 開されたので ある。 しか しその運動 も,30年 代 のスター リン時代 にはい ると,縮 少 さ
れ,学 術機 関は廃止 されて しま った。HOTと い う概念 は最 近まで 辞典か ら完全 に姿 を消 し
て しまってい たほ どで ある。 ただ,社 会主義競争 が,20年代 の共産主義 的土 曜労働,30年代
の突撃作業班 か らス タハ ノブ運 動,60年代以降の共産 主義的労働 をめざ した運動へ と展開 さ
れて きたので はあ るが。
HOT運 動 は,こ のよ うに20年代 と60年代 以降 に大 き く展開 されたのであ るが,そ の時期
は ともに移行期 にあた る。 つま り,原 理 的に新 しいHOTの 理論 と実践が どう して も緊要 に
なる時期 であ る。
この小論で は,そ の うちの20年代 の しか も前半 にお けるHOT運 動 に大 き く照明 をあ て る
つ も りであ る。す なわち,ま ずHOTの 諸機関 や研究所 が,レ ーニ ン の指示 にもとづ きつ
っ,ど の ように創 設され再編 されてい ったのか,HOT運 動が どのよ うに大衆的 な もの にな
ってい ったのかを明るみにだそ うとお もう。 ついで,そ のHOT運 動 の主 要 な指導 者 レーニ
ン,ヶ 一ル ジェンツェフとガ ース チェフ ・わが国で はメンシェヴィキーのエルマ ンスキー
は紹 介されてい るが,ボ ル シェヴィキーの両者 はほとん ど知 られてい ない の組識論 を概
説す る。 そ してさいごに,今 日の,つ ま り共産主義建設展 開期 の ソヴ ェ トにおけるHOT運
動 を叙述 す る。ただ し,こ こで は,社 会主義競争,計 画化,時 間の節約 の3点 に限定せざ る
をえ ない ことを予 め ことわ ってお・か なければ な らない。
2.20年代(前 半)のHOT運 動








この時期にHOTの諸問題を研究する学術機関が50以上 も創出された。 たとえば,カ ザン
やハ リコフや タガンロークなどの 労働研究所。 とくに成果をあげたのは,中 央労働研究所
uC'HTp腴ibHblNHHCTHTyTTpyua(UHT)の活動であった。
UHTは,レ ーニン自らが署名 したソ連邦労働国防会議(議長はレーニン)の法令により,
1921年8月28日に全ソ連邦労働組合中央会議(B鮏RC)に 付属 して,生 産におけるHOT
の調査研究 ・実践 センターとして 創設 された ものである。 研究所長 はア ・カ ・ガースチ
ェフが任命された。その任務は,労 働合理化 の方途と方法を作成するために 労働 を全面的




とか らであった。UHTの活動 は学習一研究,教 育,実 践 という3っの方向でお・こなわれた。
またUHTに付属 して,写 真映画(労 働動作の記録),技術(労 働の技術一加工的方法 と用 具
の研究),生物メカニズム(労働動作の研究),生理技術(労働エネルギー論),適性測定心理
学(労 働心理学),教育学(労 働訓練の方法),社会工学(管 理技術の研究),神経メカニズ
1)





殊な手段 と解 し,「テーラー主義ではなくてHOT主義 を!」 という標語を宣言 した。またそ
こでは,労働組織の分野における2っ の方向が誤 っているとして指摘された。一つは,HOT
を生産を基礎にした一般的,普 遍的な組織学とみなす ボグダーノフのそれであ り,もう一つ
は,HOTを生理学と 「労働者のエネルギー費消」 の研究の観点か ら考察 したエルマンスキ
ーのそれであった。





十分な権限 も可能性 ももっていなかった。そのため類似 した研究活動が依然 としてぱらぱら
に実施された。
そこで,HOT運 動における有害な類似 と分散を取 り除き,す べての機関の努力を調整
し,調査研究を生産と管理の改善に向けることがつよく要求されるようになった。1923年1
月,レ ーニンが第12回党大会への提案のための労作rわ れわれは労農監督部をどう改組すべ
きか』 のなかで,労 働研究諸機関の統合 ・調整の必要性を指摘 したのは,そ のためであっ
た。
第十二回党大会は1923年4月17日～25日に開かれ,レ ーニンの最後のい くつかの論文と手
紙のなかで述べ られているすべての指示を,そ の諸決定のなかに織 りこんだ。大会は,「労
働 と管理の科学的組織の諸原則を研究 し確立す る一 それはアカデ ミックだけであってはい
けない一 にさいしては,要務の実践的な点検 と科学的な一般化された帰結 とをもっと緊密
z)
に結合することが必要である」 と指摘 し,またその決定により,ソ連邦におけるHOTの す
べての要務は,ソ連邦労農監督人民委員部の指導のもとに統合された。
決定は,新たに改組された労農監督部の従業員自身を養成するうえで長期の作業が必要な
こと,国家機関や経済機関を,それ らが住民 と直接に接触す る部門で,入 念に改善すること
が必要なことをとくに強調 した。
1923年8月23日,ソ連邦 労農監督 人民委員部 付属諮問 機関で ある科学的 労働組織会議
CoBeTnoxayvxoHopraxxsaqxHTpyAa(CoBHOT)がCYHTを改組 して設立された。そ
れは,すべてのHOT機 関の努力をソヴェ ト機関と経済機関の合理化に向けつつ,そ れ らの
活動を全般的に指導 し調整 した。1923年11月12日ソ連邦労農監督人民委員部協議会により承
認されたCoaHOTにかんする規定によると,CoBHOTはソ連邦労農監督人民委員部協議会
に付属 した諮問 ・計画 ・代表機関であ り,その任務は国家機関の合理化にかんする資料を体
系化 し,労農監督部の活動の科学的審査を組織 し,労働とその合理化に専門的に従事する諸
機関の活動を調整す ることであった。COBHOTは,中央統制委員会,ソ 連邦労農監督人民












の新 しい定義を採用 した。会議には,三つの分科会が もたれた。教育学部会はHOTを 基礎
に一般義務教育体系や専門家教育を改造する基本的方針を究明し,労働心理 ・生理学部会は
職業選択の問題,動 作研究,疲 労の問題を詳細に検討 し,方法論部会は組織の調i査と合理化
4)
の方法適用に当っての根本的諸問題を究明した。
会議は,12日に,ク イブイシェフの報告にもとづ き,P科学的労働 組織 と労農監督部』と
5)




テムとして解釈 しようとする試み」 を,誤 った非マルクス主義的な観念に立脚 しているとし
て厳 しく批判 し,「HOTは,現行労働組織のなかに,科 学と実践がかちとったところの労働
の全般的生産性を向上させ るいろいろな改善をもちこむ過程 として理解することが必要であ












3)た とえ ば,ケ ー ル ジ ェ ン ツ ェ フ らのrグ ル ー プ17』は ガ ー ス チ ェ フの 「狭 い 基盤 で 」 の 原 則 を 批
判 し,HOTの 活 動 に 大 衆 を ひ きい れ る こ とを 重 視 した 。 一 方,ガ ース チ ェ フ ら のrUI4T派』 は,
HOTの 活 動 は 下 級 細 胞 を介 して で は な くてHOTの 研 究 所 や 行 政 機 関 を介 して お こな わ れ る と
主 張 した 。 両 者 の 論 争 点 は,HOTの さ ま ざ ま な潮 流 の特 徴 づ け,HOTの 実施 に た いす る態 度
に つ い て,そ の 他 た くさ ん あ った 。
4)ぺ ・ペ トロチ ェ ン コ,カ ・クズ ネ ツ ォ フr第2回 全 連 邦HOT会 議40周年 に寄 せ て』 田 中 清助 訳
5)HayqHa只opraxxsa?flrpynaNynpaBπeH四.M.,<∂KoHoMHKa>,1965,cTp.29-39.
6)ボ グダ ー ノ フ ら を指 す のか 。 当 時 「一 般 労 働 組 織 論 」 を創 出す る さ ま ざ ま な試 み が な さ れ たが,
そ れ らは 実 用性 に 乏 し く捨 て 去 られ て しま った,と ポ ドマル コ フ は か い て い る。(CM.B.r.
ClouMapKOS.COL(H腴[bHb12npo6JleMblopraxxaa?xTpyAam.,<Mbl1cJlb>.1969,cTp.38.)
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の完成化へ の労働者 の関心づ けの引上 げを促進す るような労賃体系 を導入す ること,企 業 の
管理者がHOTの 任務 を理解す る こと,勤 労 者の広範 な大衆 をHOTの 要務 に 参加 させ るこ
と,な ど。 また決議 では,HOTを 基礎 と して 国家 機関 を改組す ること,労 働組合 はHOT
の諸組織 に積極的 に参加す る こと,HOTの 要務 にお ける労農監督部 の役割,HOTの 領域 に
お ける研究学習活動の問題,な どが指摘 され ている。
1924年10月16日ソ連邦労農監督人民委員部協議会 は,ク イブイ シェフのrCoBHOTの 機
能の変化 について』の報告 を聴 き,前 の規定 を再検討 しCOBHOTの 新 しい任務 に合致 した
規定 を作 ることを決議 した。協議会 はまた,COBHOTの当面 の活動 を指導す るために クィブ
イシェフ議長の もと13人か らなるCOBHOT幹 部会 を新 しく構成す る とい う決議 を も採択 し
た。
CoBHOTの活動の なかで大 きな意味 をもったのは,1924年7月20日～24日にプラハで 開
かれた 第一 回国際HOT会 議 に参加 した ことで あ った。 その代表委員 団は,rソ 連邦 にお け
るHOT』 の報 告を したエ ・エ フ ・ロズ ミロヴ ィッチ,PuHTの 基本的方法』 の報告 を した
ガースチ ェフ,他5人 であ った。か れ らはCOBHOTの 諸活動 を外 国に知 らせ,HOTの 諸
問題 にたいす るソ連邦の階級的立場 を報告 した。 この会議 に参加 した ことによ り,ア メ リカ
や フランス,ド イ ツの関係科学調査機関 と結 びっ きを もつ ことがで きた ので ある。
社会主義 の優位 性 は,広 範な勤労大衆 の発意がHOT動 の発展 にお いて 大 きな意 味を も
つ ことに もあ らわれた。大規模 な企業や機 関のなかにHOTの 細胞が 自発的 に創 出された。
それ らは科学 的労働組織 や国家機 関の合理化 の諸 問題 の研 究にお・いて労 農監督部 に助力 を与
xた 。
そのなかで もっ とも有名 なのが,ぺ ・エム ・ヶ 一ル ジェンッェフらが組織 し指 導 したHOT
連盟(JlxraHOT)であ る。 これ は,広 範 な大衆型 の自発的組織 と して,1924年7月 に,
r時間』 連盟(Jlxra〈BpeM兄〉)を改組 して形成 され た。r時間』連盟 は,ケ ール ジェンツェ
フの発意 によ り,1923年7月30日にモス クワで創立 された。 その参加者 は,労 働者,技 師 ・
技術者,勤 務員,赤 軍 の指揮官 と政治部員,大 学 の講 師 と学生で あ った。第一 回組織会議で
幹部会員 に選 出された のは,ケ ール ジェ ンツェフ(会 長),ガ ースチェフ他2名 で あった。
幹部会名誉会長 は レーニンであ った。 これ は,レ ーニンが時間 の節約 に とくべつ な注意 を向
けていた ことを示す。連盟 は雑誌 「時間』 を発行 した。1923年8月2日 に作成 ・制定 され た
連盟暫 定規約 によると,r時 間』 連盟 の任務 は,HOTの 諸原則 をソ連邦 において実施す る
ための基本 的条 件 と して,社 会的な らびに個人的 な生活のあ らゆ る面で時間 の正 しい利用 と
節約をめざ して闘争す る ことに帰着す る と定式化 され た。
r時間』 連盟 の活動 は急速 に しか も広範 に発展 してい った。た とえば モス クワで,初 め連
盟 の細胞 が44,参加 者が約1,㎜人で あったのが,数 カ月後 にはすで に細胞110,参加 者2,500
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人 にふ くれ あが った。 また細胞 はハ リコフ,ド ンバス,レ ニング ラー ド,カ ザ ンな ど75以上
の都市 に広 が ってい った。
その後,生 産や 国家機 関にお ける組織性 の向上へ の勤労者 の影響 を考慮 して,r時 間』連盟
とその細胞 の活動 は,1924年5月5日 付 の全 ソ連邦労働組合 中央会議 とソ連邦労農監督人民
委員部 の指示 に したがい,労 働組合の活動 と結合 された。 この結合 は連盟 の活動 も労働組合
のそれ を も改善 に導 いた。 とい うのは,労 働 組合の なか にはHOTの 知識 と経 験が 定着 さ
れ,連 盟 は労働 組合を とお してい っそ う大 きな権 威 を得 たか らであ る。
こうしてr時 間』連盟 とその細胞 は,時 間闘争 か らHOTの 広範 な問題 に移 ってゆ き,本
質 にお・いてHOTの 先導者 とな ってい った。 ケ ール ジェンツェフは当時つ ぎの ようにのべて
い た。「最近 のr時 間連 盟』 の作業 内容は 「時間か らシステムへ,HOTへ!』 とい う標語 に
よって規定 され なけれ ばな らない。時 間闘争 は より徹底 的 とな り,シ ステ ムの原理 と,全 体
7)
と してHOTの 原理 となお いっそ う結合 され なけれ ばな らない」 と。 そのためr時 間』連盟
は1924年3月に 「時間』 連盟一HOT連 盟(JIHra<BpeMA>一JIHraHOT)と改称 され,さ ら
に同年7月 には簡単 にHOT連 盟 と称 され る ようにな ったのであ る。
8)
1925年2月17日に ソ連 邦人 民委 員会議が承認 したrHOT連 盟科学組織協会規約』 による
と,HOT連 盟 の任務 は,国 家行 政機関や 国営 ならびに協同 の工業や商業 を科学的労働組織
の基礎 にもとついて改善す る問題 に社会的注意 をひきつ ける こと,HOTの 諸原則 を社会的
生 活のすべ ての面 に定着 させ ること,勤 労 者の広 範 な層 をHOTの 運動 にひきいれ る ことで
あ る。HOT連 盟 は,作 業 にお ける組織的不規律 や時間の浪費 に社会 的注意を向け,作 業時
間の損 費除去 や労働 生産 性の向上 に全 精力 を動 員 し,HOTの 考え を宣伝 し,活 動 をソ連邦
の全領域 で展 開 した。
この ように,20年代(前 半)の ソヴ ェ トにおいて は,科 学的調査研究所や国家機関,社 会
的組織 の網 が創 出され,HOTの 広範 な運動が展開 された。また,HOTに かんす る本 や小
冊子,雑 誌 も多数 出版された。当時のHOT運 動の参加者が まさにのべてい るように,「HOT
9)






よ り 引 用 。
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(1)





だてる。だが,社会的生産全体では,あ いかわらず,混 沌状態がお こなわれ増大 し,それが
恐慌をもたらす。……テ 一ーラー ・システムは,その創始者が知 らないうちに,またその意志
に反 して,プ ロレタ リアー トが社会的生産全体をその手ににぎり,社会的労働全体を正 しく
i)
配置し秩序だてるため自分 自身の労働委員会を任命する時を,準備する。」 つま り,労 働組







新 しいシステムを創出することを要求 したか らであり,また一つには,国 内で内乱 ・生産の
低下 ・老官吏のサボタージュ ・パルチザ ン運動が瀕繁におこっていた革命後の時期の特殊条
件によってでもあった。レーニンは1918年4月に労作rソ ヴェト権力の当面の任務』をかい
た。そのなかでかれは,まず第一に,「われわれがなによりもさきに直面 して いる 組織上の
任務を首尾よく解決するための基本的条件」は,社会組織的な点にお・ける 「従来のブルジョ
ア革命と現在の社会主義革命とのあいだの根本的相違を,完全に会得することである」 と強
調 した。 レーニンによると,そ の相違とは,「ブルジョア革命 における勤労大衆の主要な任
務 は,封建制,君主制,中 世的諸制度を廃絶するという否定的あるいは破壊的な仕事を遂行
す ることにあった。……これに反 して……社会主義革命にお・けるプロレタリアー トとかれら
に指導される貧農との主要な任務は,幾千万の人々の生存にとって必要な生産物の計画的な
生産と分配を包括する,新 しい組織的諸関係のきわめて複雑で目のこまかな網を整備すると





い う積極的また は創造的 な仕事で ある。」 しか し 「これ はもっと も困難 な任務で ある。」 そ し
4)
て 「もっ ともや りがいのあ る任務 であ る」 と。
ついでかれは,「お よそ 社会主義革命で は,プ ロ レタ リアー トに よる 権力の獲得 とNう 任
務 が解決 されたのちには,ま た,収 奪者 を収奪 し,彼 らの反抗 を抑圧す るとい う任務 が基本
的に解 決されてゆ くに したが って,資 本主義 よ りも高度 な社会制度 をつ くりだす とい う根本
的 な任務 が,必 然 的に前面 に押 しだされ て くる」 と指摘 した。 そ こでかれ は 「労働生産性の
5)
向上,な らびにそれ と関連 して(ま た そのた めに)よ り高度 な労働 組織」 を創 出する とい う
任務 を提起 した。 かれはHOTの 創 出を組織上 の任務 の中心 的 ・基本 的な もの と して,共 産
主義 的社会機構の形成 の もっ とも重:要な手段 として考 えていたのである。
それに関連 して,か れ はさ らに,作 業す る ことを学ぶ こと,外 国の,資 本主義 の科 学 と技
術にお ける最新の成果 を研究す る ことを強 く呼びか けた。 内戦 が終 ったばか りの若 きソヴ ェ
ト共和 国には,金 属や石炭,石 油,工 作機器,機 械,食 糧 な どが いち じる しく欠乏 してい
た。 しか しそれだ けで はない。「ッァー リズムの 体制があ り,農 奴制度 の遺物が生 きなが ら
えてい るもとでは そうならざ るをえ なか った」 ので はあるが,当 時 のロ シア人 は,先 進諸 国
民 と比較すれば劣 った働 き手」であ った。かれ らには作業 の知識 も能力 も不足 していたので
あ る。それゆえ に レーニンは,「作業す る を学ぶ こと 一 ソヴェ ト権力 は この任務 を,全 面
的に人民 の前 に提 起 しなければ な らない。 ……社会主義が実現で きるか どうか は,ま さに,
ソヴェ ト権力お よびソヴェ ト的管理組織 を資本主義 の最新 の進歩 に結 びつける ことにわれわ
れが成功 す るか どうか にかか ってい る。 ロ シアで テー ラー ・システムの研究 と教授,そ の シ
6)
ステマテ ィ ックな実験 と応用 をや りは じめなけれ ばな らない」 と訴 えたのであ る。
しか しなが ら,当 時,レ ーニンの この呼 びか けは,ま だ実 を結ぶ もので はなか った。 ケー
ル ジェンツェフはかいてい る,「この呼びかけは,そ の当時,応 答 なきままで あった。 内戦
の時期 は国の経済復興 のた めの活動 にまだ寄与 しなか った。平和時 に,レーニ ンは,HOTに
かんす る問題 をなおい っそう断乎 と して提起 した。労農監督部 にか んす る諸論稿 のなかで,
7)
かれ はHOTの 活動 を党 の当面 の任務 として指 し示 した。」
ア ・ヴ ォル コフによると,「HOT運 動 のソヴェ ト学派 とブル ジョア学派 との相違 は,前 者
8)










を労働 規律 との直接的連関の なかに位置づけた。1919年にr偉 大 な創意』 のなかで規律 を歴
史 的 に特徴づ けてい う,「社会 的 労働 の農 奴制組織 は……杖の規律で……社会的労働 の資本
主義 的組 織は飢餓の規律で……社会的労働の共産主義 的組織一 それ の第一歩 は社会主義で
ある一 は,大 地主 や資本 家たちの羅絆 を脱 す る勤労者たち 自身 の自由なそ して意識 的な規
9)
律で支え られてお り,そ して後 になれば なるほ どよ り大 きく支 え られ るであ ろう。」
レーニ ンはHOTの 意義 を くりか え し強調 した。最 後の諸 労作で,か れ は,科 学的基礎 に
もとつ いて国家機 関の作業 を再建す ることにかんす る問題 を提起 した。 レー ニンは 『小冊子
「新 しい ものに近 いテーマの古 い論 文」 の序 文』(1922年4月)の なかで,組 織の核心 をき
わめて簡潔 に定式化 した。「ソヴェ ト政策全体 のr核 心』 は,組 織 に,記 録 とコン トロール
にある。 ゆ っくりと,用 心 ぶか く,実 務 的に実践 的課 題 と取 りくみ,実 際の活動 を点検 し,
10)
われ われ の実践 的経験 を 研究す ることにあ る。」 レーニ ンは国家機 関の ラデ ィカル な改善 の
ために,合 理化,労 働 の適正化,自 己規 律,作 業 準則 などにっいて勧告 した。
また レーニ ンは,HOT問 題 に関係す る科 学的調査 研究 と学術機 関体系について と くべ つ
の指示 をお こなった。1923年1月第12回党 大会へ の提案 としてかかれたrわ れわれは労農 監
督部 を どう改組すべ きか』 のなかで,「 労農監督人民委員 は,い まわが共和 国にす くな くと
も12ある労働組織 の高等研究所(中 央労働研究所,科 学 的労働 組織研究 所,等 々)を 一部 は
11)
合 同させ,一 部 は調整 させ る ことを研究 しなければな らない」 とのべてい る。またそのなか
で,か れ は,国 家機 関の勤務員 が 「一般 に労働,と くに管 理労働,事 務労働 その他の科学的
12)
組織 の原則 にか んす る知識 について」試験 を受 け るよう要請 してい る。
レーニ ンは最後 の労作r量 はす くな くて も,質 の よい ものを」(1923年3月)の なかで,
広範 な人 び との 研究 と学習 がHOTを 首尾 よ く定着 させ る 必須条件で ある ことを 指摘 し,
HOTに かんす るい くっかの 具体的 な提案 を お こなった。 す なわち,「 第一 に学 ぶ ことであ
り,第 二 に学ぶ ことで あ り,第 三 に も学 ぶ こと……そ してそのあ とで……科 学が真 に十分 に
実 際に血 とな り肉 とな り,日 常生活 の構成要素 とな るよ うに,こ れを点検す ること」,国 家
機関改善 のための作業 は複雑で あるため,「量 はす くな くて も,質 の高い ものを,と い う準
則 を とらなければ な らない」 こと,「一般 に 労働 の,と くに,管 理活動 の組織 にか んす る教
科書 を,二 冊か,そ れ以上編集す るための競争 を,い ま宣言すべ きで ある…… この問題 の文
献蒐集 と研究のた めに何人 かの素養のあ る誠実 な人 を,ド イッか イギ リスに派遣す る こと。








rわれ われは労農 監督部 を どう改 組すべ きか』 とr量 は す くな くて も 質の よい ものを』
は,労 働 ・管理 の組織 の領域 での長期 にわた るそ して絶 えざ る探 求,考 察,調 査の結果かか
14)
れた もので ある。 これ らは,社 会主義 の建設期 にHOTを 定着 し発展 させ る要務 の うえでの
レーニ ンの遺訓 とな った。 「つ ぎのように大胆 に言 って もよい。 も しレーニ ンの この遺 訓が
なか った ら,HOTは もっと長い 間,わ れ われ に完全 に放 りぱな しにされ無視 されていたで
15)
あろ う」 とケール ジェンツェフはかいてい る。 レーニ ンの これ らの提案 が,か れの病欠 に も
かかわ らず,第12回 党大会 を指導 した。 「国家 機 関の改 組 の問題 にか んす る」第12回党 大会
が,「党史上 は じめて,科 学的 労働組織 にか んす る問題 を提起 し,そ してそれ を当面 の党活
16)
動 の 日程 に上せ た」 のであ る
HOTの 諸 問題 にレーニンは 大 きな注意 を与え,HOTに か んす る本 を 自らか こうとす る
ほ どであ った。そのため にかれ はさまざま な著者 の労作約50を選 びだ した。 しか し,ま った
17)
く残念 な ことに,死 がその計画の実現 を阻んで しま った ので ある。
それ に もかか わ らず,HOTの 理論 と実践一 レーニン自身が大衆 の真 に天才的 な組織者
で あった こともふ くめて・ の領域で レー ニンによ りお こなわれ た諸活動 の結果,前 述 した
ように,ソ ヴェ トではす でに20年代 に,HOTを めざ した大衆 的運動が生 まれ,ダ イナ ミッ
クに展 開されたのであ る。
(2)
革命後 のHOT運 動 は,勤 労者大衆 の発意 に よる組織運動が その特徴で あるが,そ の もっ
と も有名 なひ とつ がr時 間」連 盟(の ちのHOT連 盟)で あ り,プ ラ トン ・ミハイ ロヴ ィッ
チ ・ケールジ ェンツェフ(ILnaTOeIWHxa伽oBHqKepxcexuea,1881-1940)はその組織者 ・
#苴ｱ者で あった。
ケ ール ジェンツェフの名 は,わ れわれにはふつ う,レ ーニンのr量 はす くな くて も質 の よ
い ものを』 のなか のっ ぎの言葉 に よって知 られ る。す なわち,「一般 に 労働 の,と くに管理











ある。 ……ケール ジェンツェフの最近の本 を基礎 として もよい」 とい う。では 「ケ ール ジェ
ンツェフの最近 の本」 とは。 それ は1922年にかか れた 「組織 の諸原 則』 であ る。
か れはまえが きで この本 をつ ぎの ように意義づ けている。「われわれ の 革命 は 人 にたい し
て組織者 と しての能力 をもっとも多 く要求 した。先年,労 働者 と農民 の大衆 は多数の才能あ
る組織者 を選 出 した。 ところがかれ らの大半 は個人的 な経験 と自分 自身 の失 敗に よって,組
織者 と しての作業 の基本原 則 を学ば ねば な らなか った。今 日まで,そ う した多様 な作業 は総
の 　 　 　 　
括されておらず,同 様に全体として組織の問題にかんするオ リジナルな本も翻訳本も存在 し






かれはまず組織という語の二重性についてのべる。組織 という 「語の二重の意味を区別 し
なければならない。すなわち,わ れわれが 『組織(化)」と呼ぶのは,人 びとの組織化の,た
とえば,共 和国を防衛するための赤軍の組織化ないし党の組織化の作業である。この作業の




っぎに,組織活動 とはなにか。かれはその基本的要素 として以下の7っ を抜き出す。まず
　 　
第一は,活動の目的ないし任務はなにか ということである。さらにかれは組織の任務の性格
がひじょうに多様であることを指摘 して,組 織者は長期の任務 と短期の任務,基 本的任務 と
副次的任務,不 変的任務 と可変的任務をはっきりと区別すべきだ とい う。
第二は,定 められた活動を遂行するためにどのような組織形態がもっとも適 しているのか
　 　 コ 　
とい う こと,っ ま り組織類型 である。かれは類 型 と して 「ライン ・システム」「機 能 的 シス
テム」 「連合類型」 それに 民主 集中制 を原則 とした 「二重所属 システム」 をあ げっっ,っ
ぎの ようにかいて いる。す なわち,「組織 の 細胞 が 小 さ ければ小 さい ほ ど,組 織全体 は より
弾力 的で強堅で あろ う。」「組織 の要素 間の連 関は もちろんの こと,じ つ に種 々様 々で ある。
われ われ は この連 関の もっ とも主要 な3種 類,指 導,従 風 同等(な い し一致)を とりだす
1)B.YI.JleHHH.noπH.co6P.cov.,T.45,cTp.395.邦訳,第33巻,P.514.な お,レ ー ニ ン は ス ウ ェ
ー デ ン 駐 在 大 使 で あ っ た ケ ー ル ジ ェ ン ツ ェ フ 宛 て に ,1921年11月19日 付 と1922年4月13日 付 の
















労働 と大きな忍耐を必要 とす ること,等々を指摘 した。
第四は,ど ういう人の助力によりそしてどういう人的力の活用のもとで作業はおこなわれ
　 コ 　
るのかということ,つま り人びとである。 この点でかれはかいている。要員を 「選抜する手






れ自身が作業のなかで直接の手本 を示 し,そ して組織に参加 している全大衆とたえず緊密に
結びついていなければならない。」
第五は,作業遂行のためにいかなる材料が必要なのか,そ して定められた方法によって材
　 　 　 　





「あらゆる組織活動 は時間において 厳密に配置されなければならない。」 っぎの指摘はきわ
めてアクチュアルである。「年に数 週間 日常の労働か らそしてなるべ く日常の生活環境から
完全に解放されることは,た えず人をひじょうにはつらつとさせかれに作業のための新 しい
精力を与え る。勤務員や労働者に与え られる休暇は,組織そのものにとって,コ ントロール
の一種独特な手段でありうる。」 かれは,組 織活動の基本的要素の最後 として第七に,い か
にして作業の記録をお こない,作業遂行にたいする実際のコン トロールを組織するのかとい
　 　 　 　 　 　
う こと,つ ま りコン トロール を挙 げるので ある。
ヶ一ル ジ ェンッェフのHOT論 を識 るうえで もっ とも有益 な本 は,1923年に出版 された
rHOT一 科学的労働組織」で ある。 そのなかで かれは,社 会 主義 的 なHOT運 動 をつぎの
rソヴェ トにおける科学的労働組織(HOT)運動 13>
5)
よ うに特徴づ け る。す なわち,ま ず第一 に,HOT運 動 に大衆 を広範 にま きこむ こと。 かれ
はかいてい る,「ソ連邦の労働者階級が現 出 している,HOTに 大衆をま きこむ ことは,と く
に意義が ある。rHOTは 大衆 自身 の要務で ある』 とい うわれわれ(共 産主義者一HOT運 動
者)の 基本命題 は現在 もそ っ くりそのままで正 しい と認 め られ る」 と。
ヴェ ・ゲ ・ポ ドマル コフは20年代 のHOT運 動 について,「 労働 組織 にr科 学的』 とい う
概念 を用 い る ことは,そ れ を技術 的な計算 お よび適正化 の手段 と して のみ考え てい るのでは
ない ことを意味 してい た。HOTと は社会主義 的発展 の諸条件 において社会的活動 の一般 に
6)
あ らゆ るシステ ムに 科学 的諸手段 を 広 げることであ る とい う 堅い確信 が あったので ある」
と,指 摘 した。第二 の特徴 は この ことに関連す る。つま りケール ジェンツェ フは,「HOTは
ま った く新 しい学問分野 なので,こ の問題 にか んす る術語 の確定 はまだまだ不十分で あ り,
もっとも主要 な概念 でさえその内容の解釈 はまちまちで ある」 とのべ っっ,HOTを つ ぎの
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 り 　 　 　 　
ように定義づけていう。 「HOTとは,科 学的諸原則を人間の経営的労働ないし生産にだけ








最小消費という条件のもとで人間の労働か ら最大の効果 を得 るという原則を指摘 し,それを
条件っきで 「節約の原則」 と呼ぶ ことができるという。
7)
HOT運 動の源泉は,か れによると,先進資本主義諸国の産業の組織と技術,軍 事組織,
それに革命的経験である。 第三の源泉は とりわけ特徴的である。 この点についてかれはい
う,「第三の源泉一.こ れはHOTの領域におけるわれわれの活動家によって完全に忘れられ
ている はわれわれの革命的経験である……西側にはまった く理解できない方法を組織化
の実践 にもちこむべき多 くの ことがあった。たとえば,広範な大衆的基礎のうえにわれわれ
の組織 を建設すること,当面のもっとも重要な問題の解決に組織の全参加者を系統的に引き
入れること,疑いなくわが党の統治力の基本である党細胞の役割,民 主集中制の原則をじっ






指 し示 そ う。」
8)
さ らにかれ は,ソ ヴェ トにお・けるHOT運 動の好条件 として つぎの2っ をあげ る。 ひとつ
は,「科学的労働組織 は科学 的成果 と生産 お・よび 管理 にお・ける 労働 組織 とのあいだ の実践 的
結合 であ る」 が,共 産主義建設 が その結合 を もっ と強 固にす るとい うこと。 かれ はい う,
「HOTは われわれ の移行期 に とくに合致 してお り,わ れわれが理論的科学的成果 とその実
践 的現われ とのあいだ に現在みてい る深 い断崖 が もはや な くなるであ ろう共産主義 の時代 に
は,も ちろん,そ れ は真 に開花す る」 と。 もうひとつ は,労 働者独裁 の存在が,労 働 お よび
生産 の問題 にと くに関連 した科 学的探究 に,資 本家 の私利 の要求 にゆがめ られず に 自由 に進
行 す る可能性 を与え る こと。 かれ はかいてい る,「 プロ レタ リアー トは,HOTに 着手 しつ
つ,新 しい学科 を敵で はな くて同盟者 とみ な してい る。 この ことは,西 側 のテー ラー主義者
たちが置かれてい る情況 と比較 して,も っとも大 きな優越点で ある」 と。
ヶ 一ル ジェンッェフがHOT運 動 の なかで とりわ け 情熱 をか たむ けていたのが時間闘争で
ある こと,い うまで もない。かれ は同名の労作 のなかで,「時間 はわれ われ に とって 物質的
価値」で あ り,し か も 「蓄積 し保 存 しうる」他 の価値 に比 して 「ま った くと くべつ な種 類の
価値」で ある と指摘 し,時 間闘争 に関連 した基本的問題 として,個 人 的お よび社会的 な時間
の記録,時 間の配分 と計画化,時 間 の節約(「時間 の濃密化」)の3つ をあ げる。 そ してかれ
はい う,「時 間の記録 と節 約を めざ した闘争 は,科 学 的労働 組織 の要素 の一っ をめざ した闘
争」 であ り,r時間』 とい う標語 は,「広範 な大衆 の注意 をHOTに 明瞭 にひきつ け,そ れ を
9)
とお してあ らゆ るものが科学的労働組織 の原理 をみ ることので きる,い わば窓で ある」 と。
さ らにかれ は,時 間闘争が 「共産主義 をめざ した全 般的闘争 と緊密 にか らみ合 って いる」 こ
とを強調す る。「時間闘争 は多 くの経済 的前提 を……必 要 とす る。… …時 間闘争 は新 しい 日
常生活 をめざ した闘争で ある。時 間闘争 は体育運動 と結 びつ く。 ……時間 闘争 は,わ れわれ
10)
の共 産主義への移行期 にふ さわ しい新 しい人 間の育 成 をめざ した大胆 な闘争で ある」 と。
(3)
レーニンは,「作業 す るを学ぶ こと」 す なわち一人 ひと りの 労働者 の労働文化 の向上 を,
HOTの もっとも緊要 な任 務 と して,く りかえ し強調 した。 その任務 の解決 に大 きく助力 し
た のが 中央労働研究所(uyT)で あ り,そ の組織者 ・指導者が ア レクセ イ ・カ ピ トノヴィ
ッチ ・ガースチ ェフ(A,nexceHK腦IHTOHOBHyracTeB,1882-1941)であ った。





され た有名 な プロレタ リア詩人 であ った。 しか し,UHTが 創 設され るや,か れ はそれ を自
1)
分 の 「最後 の芸術 作品」だ と考え た。
ガースチェ フはかいてい る,「幾十万 の プロレタ リアー トの苦 しみつつ生 まれ,悩 みの な
かで十分 に熟 した思考 は,UHTに おいて実現 され ている。 ……われわれが のべ注意 を鋭 く
集 中 した最初 の ことは,企 業の最上 の管理 の問題 を高 く取上 げ ようとす る志向で はな くて,
われ われ のrい か に作業 すべ きか』 を第一 のマニ フェス トと した ことで ある。われわれ は指
導者 にで はな くて,職 長や技師 にで はな くて,工 場 の広範 な無名 氏 労 働者 に呼 びか けた
2)
のであ る。」
ガースチ ェフは,1921年の第i回 全 ロシァHOT会 議 で,準 則rい か に作業すべ きか』 を
読み上 げた。 それは,「われ われは事務机 で作業 してお ろう と,小 鍛冶工の仕事場でやす り
で挽 いておろ うと,あ るい は土地 を耕 して訟 ろ うとも,い た るところに労働要領 をつ くって
たえず それを習慣 にすべ きであ る。 ここにあ らゆ る労働 に とっての第一 の基本準則 をかか げ
よう」 とい う前文 を付 して,「1.作 業 に とりかか るまえ に作業 全体 を熟慮すべ き こと。既成
作業 のモデル と労働 手順すべてが頭 のなかで完全 に組 み立 て られ るほど熟慮すべ き こと。 も
し最 後まで一 切 を熟慮 しえ ない な ら,主 要 な道標 を熟慮すべ きこと。 しか し作業 の最初 の部
分 は精密 に熟慮すべ きこと」 とい う準則か らは じめ,作 業 終了後の作業 方法 にい たるまで,
3)
16の準則か ら成 ってい る。 これ はただち に新聞や雑誌 に掲 載され,ま た そのプラカー ドや ビ
ラは工場 や機 関,実 験室,レ ーニ ンの応接室 に もみ ることがで きた。
レーニ ンは ひ じょうな多忙 に もか かわ らず,UHTに お いてガースチ ェフによ り展 開され
る活動 に大 きな注 目と熱烈 な支持 を与え た。 レーニ ンは1921年6月3日,ガ ース チェフを応
接 室 に招待 し,か れ と細密 な対談 を もった。 その ときレーニ ンは,UKTの 活動 の展 開にか
んす るガ ース チェフの考え を聴 き,外 国の設備 を入手す るた めの出資金 にっいて のUMTの
申請 を熱心 に支持 した。同 日かれ はア ・オ ・ア リス コム同志 に書簡 を出 した。「私 は 労働研
　 コ 　 　 　 　
究所を管理 しているガースチェフ同志を援助 したい。……もっと精確に考えを理解 して,か
れのために奔走 して一定金額を得るようぜひ努力 して くれたまえ。この機関をわれわれはつ
4)
ねにやはり,困難な状態にあっても支持 しなければならない。」








ては,ひ じょうに大 きな国民経済的意義だけでなく政治的な意義をももっていた。 しか しお
どろくべ き困難を伴なっていた。物質的に貧困で必要な設備 もなく,労働にかんする新 しい
科学 もなく,養成されたカードルもいなかったのである。
ガースチェフは,そ の任務の解決に情熱をもつ人たちを集めて,教育の合理的なもっとも
効果的な方法論の創出に,か れらの全努力を集中させた。そのさい,か れは作業 における2
5)
つの基本原則 を宣示 した。
第一の原則は,調 査研究の 「狭い基盤」であった。かれは考えた,「UI4Tが深 く進行 して
いけばい くほど,広 く進行 してい くことは容易となろう。また,要 務成就の方法論的確信が
uuT自 身においてだけでな くその方法の支持者であろう人びとにおいてもますます大きく
なろう」 と。 それゆえ,UHTは,主 として人間の作業諸器官の運動の個々の要素を写真に
撮 ることによる作業動作の分析方法を採用 し,もっとも単純な作業操作 一打ちからはじ
めて,一 連の操作の方法論 を研究作成 し,そ れをもとに労働者の大衆教育へ と移っていっ
た。uHTのHOT綱領は,金 属にやす りをかけるさいにそれをどのようにもつのか,圧搾機
のなかに部品をどのように据付けるのか,等 々の指示か ら成 っていた。
第二の原則は,「現存す るもので もって作業する」である。かれはいう,「科学的労働組織
はひじょうによい設備のもとでのみ導入 し得るのだ,と多 くのものは考えている。 じっさい
それは誤っている。科学的労働組織は機械一自動機械のあるようなひじょうに完全な工場で
導入 し得ることはいうまでもないが,し か しどんな堀立小屋でもどんな谷間でも導入 し得る
のだ。科学的労働組織における従業員に必要 とされる主な質は,極 度な倹約性,材 料の倹約
性 と人的エネルギーの倹約性である。まさにこのような倹約性は望ま しNところ どこでで も
6)7)
実施 し得るのだ。」 この原期は ケールジェンツェフによっても強調されていた。
ガースチェフとuHTの まえには,労働者カードルの養成方法の作成 という任務だけでな
く,もう一っの任務,す なわちひどく荒廃 した状態にあるさまざまな工場に短期 日で生産を
組織 し労働生産性を高めるような手段をみっけだす という任務 も設定された。かれはつぎの
ような生産の組織化の諸要因を抜 きだしてそれらを全面的に研究するよう呼びかけた。すな
わち ①生産の大量性,そ の専門化,協 同化,② 計画化,③ 生産諸過程の空間的 ・時間的特
徴づけ,④ 規正化,⑤ 物質的刺激づけ,⑥時間と労力 と材料の節約,⑦ 労働用具 と機械の改
8)














るものである。」約70万人の労働者を組織 して いる金属工労働組合中央委員会も祝 した,
「われわれは五周年記念祝典の日に,口HTと その思想的鼓舞者であり実践的組織者である
アレクセイ ・カピトノビィッチ ・ガースチェフに祝辞をのべます。……われわれは遠いタイ














きた。組織 とは,技術的,筋 肉的それに神経的な自動機械が迅速 に動いてい く路線である。」
「口HTにおける活動 はその宿命的なものをもっている……2つ の考えがおそろ しく私の心
をひく。それらを私はできるかぎり完全なものにしたい。第一の考えを私はビオエネルゲチ
カとよぼう。第二の考えを私はオルガエネルゲチカとよぼう。現代人を,不断の生物的完成
化や生物的な修理 ・改造への特殊な方法論にさそいこむこと,第一の任務 はか くのごとし。
より高い組織的凝結を与えること,その複雑な,巨大な複合のなかに表現された全生命のた
12)
めの組織的接枝の方式を与えること.第 二の任務 はか くのごとし。」 と。さらにかれは,
9)<OpraxxsauHATpyAa>.1925,Ns6.(uHTHeroMeTOAb]HOT.M,《)KoHoMHKa>,1970,cTp.
11-12.よ り 引 用)
10)UHTNeroMeTOAbIHOT.M.,<∈)KoHoMHKa>,1970,cTp.11.より引 用 。
11)n.M.Kepxcexuea.rlpHHUHnblOpr腥H3舫HH-H3ﾖP腥HblenpoxaseAexxa.M..,《∋KoHoMHKa>,
1968,CTP.24.より 引 用 。
12)no93翻pa60veroyAapaの6版 へ の 序 言 。(鵫TNeroM2TORblHOT.M.,<∂KoHoM照a>,
1970,CTP.5-6.より 引 用)
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社 会工 学や労働 の ウス タノーフカについて も論 じて いる。 それゆえに,1962年のガ ースチ ェ
フ生誕80周年記 念 に列席 した,ソ 連邦科学 アカデ ミー 「サイバネテ ィックス」複 合的問題科
学 ソヴ ェ トの議 長ア ・イ ・ベル クは,ガ ースチェフの 「人 間 と機械 との相互 関係」 の考え を
13)
高 く評 価 したのであ る。
4.共産主義建設 とHOT
20年代(前 半)のHOT運 動 は,以上みてきたように,レ ーニンの指導のもと,研究所 と
1)
国家機関と大衆組織が有機的に結合する方向で,そ して全国的規模で しか も大衆をまきこむ
形で,展 開されてい ったのである。
また,HOTの 諸原則を生産活動にだけでなくあ らゆる組織活動に,日 常生活にまでも適
用 しなければならないという,ケ ールジェンッェフの主張にもみられるように,当 時のHO




ば,「社会的な面」 は共産主義建設展開期に診いて とりわけ 緊要なそ して実現可能な性格の
ものであろう。 したがって,国 民経済の復興そして社会主義の建設の時期に 「社会的な面」
が弱められていったのは,かかる理由も関係 しているのではなかろうか。
ここでは,共 産主義建設期におけるHOT運動を,そ の 「社会的な面」に注目しつつ,社
会主義競争,計 画化,時 間の節約に限定 してだが,み ることにしよう。
　 　 　 　 　 　 　
レーニンは,社会主義が歴史においてはじめて競争を 「真に広範に真に大衆的な規模で応
用 し,勤労者の大多数をかれらが自分の真価を発揮 しうるような活動舞台に実際にひきだ し
2)
て,自 分の諸能力を発達させ,諸 才能を発揮する可能性をつ くりだす」と確言 した。そして
競争の主要な組織原則として,す べての勤労者に要務にかんする情報を保障する公開性,運
3)
動の諸成果の比較可能性,進 歩的経験を実際に繰 りかえす可能性と同志的相互援助を指摘 し
た。
13)CM.UI・ITHeroM2TOAblHOT.M.,<∈)KoHoMHKa>,1970,cTp.15.
1)最 近 の ソ ヴ ェ トで は,科 学 調 査 研 究 所 一HOTセ ン タ ー 一 企 業 のHOT課 と い う 整 然 と した




社会主義競争の今 日的段階は,共 産主義的労働をめざした運動である。 その運動 の特性
は,そ のなかで最高の労働生産性の達成,新 しい社会的諸関係の形成,来 たるべき人間の養
育をめざした闘争が有機的に結合されていることにある。
4)社会主義




三は道徳的 ・美的な面。っまり,競争には,協働 と相互援助の客観的な諸関係やそれ らに規
定された主観的な諸関係一 集団主義や同志的関係などが表現されているのである。そして
最後に社会心理的な面。 これは,競争がエゴイズムやペシミズムとはまった く反対の,健 全
な要求,関 心,目 的,信頼,活 気の体系をつくりだす ことにある。まさに同志的競争のなか
に人間は真実の朋友をみいだし,かれらといっしょに同志の喜 びを知 り,そこでかれの社会





ころで,こ こでは社会的な面が社会的同質化 とされている。計画化のなかでこの点を くわし
くみてみよう。
第24回党大会で,科 学と技術の最新の成果の広範な利用,勤 労者の教育 と技能等級の向上
5)




計画化 もまた経済的な面 と社会的な面 との複合である。経済的計画化は国民経済をはじめ
とす る経済的諸関係を対象 とする。 それにたいして社会的計画化は,「社会の社会的構造の
7)




5)CM・ 釣1aTepK猟blXXIVcbe3八aKHCC.cTp.240.邦 訳rソ 連 共 産 党 第24回 大 会 報 告 ・決 議 ・指





で は,社 会的諸関係 とはなにか。その概念 は,ア ファナ シェフに よると,っ ぎの3つ のア
8)
スペ ク トで用 い られてい る。すなわち,第 一 は もっとも広いアスペ ク トで,そ れは社会 的諸
関係の全体系 経 済的,社 会 ・政 治的,精 神 的,家 族 ・日常生活 的な諸 関係 を包含す る。
第二 は もっとも狭 いアスペ ク トで,そ れはさまざまな種類 の労働,さ まざまな労働機能 の保
有者 としての人 び とやか れ らの コレクチー フのあいだの諸 関係 を包含す る。 そ して第三 は中
間的なアスペ ク トで,そ れ はさまざまな歴史的共 同体(民 族,階 級,家 族)の あい だの諸関
係 を包含す るので ある。 また,ア ・カ ・ベルィ フの 概念規定 によると,社 会 的諸関係 とは
「経済 に直接基礎 を 訟 いてお り,そ して質 的に異な った 種類 の労働の 従事者 として のまた









らは政治お よびイデオロギーとのあいだの連結環」 となるのである。そしてかれは,「政 治
とはことなって社会的な生活は特殊な形で階級発生以前 に存在 していた し,また共産主義の
ii)
もとで発展されるであろう」 という。
社会的計画化 とは,し たが って,労働者階級 とコルホーズ農民階級 とインテ リゲンチャと
のあいだの,ま た都市 と農村 とのあいだの社会的諸差異を克服す ること,精神的労働者 と肉
体的労働者 とのあいだの,管理的労働者 と執行的労働者 とのあいだの本質的諸差異を克服す
ること,技能等級の低い労働者を高い労働者に接近させ ること,男性 と女性 とのあいだの,
諸民族のあいだの社会的諸差異を克服すること,等々を,つ まり真に社会的に同質な共産主
義社会の形成を目的とした諸措置の体系だといえる。




関係の全総和の凝結物,結 節点,社 会の模型」だか らである。クリモフによると,労働 コレ







(技術的な装備の改善,設 備と作業時間の利用,生 産計画の遂行など)に関連 してお り,後
者 は,生産過程において従業員のあいだにつ くりだされる社会的な労働諸関係を反映 してい
13)
るのである。さらにかれは社会主義企業でのコレクチーフの発展においては,つ ぎの2つの










は,ア ファナシェフによると,時間の節約である。 この時間の節約 こそ,ま さにケールジェ
ンッェフがHOTと は時間闘争であると意義づけたところである。
マルクスはかいている,共 産主義のもとでは 「個々の個人 のばあいと同じく,社 会の発
展,社 会の亨楽,社 会の活動の全面性は,時 間の節約にかか っている。時間の節約,す べて
の経済は結局そこに帰着する」と。そしてさらにかれはその時間節約は第一の経済的法則だ







およぼす。」 つま り労働生産性の向上に作用するのである。 これが自由時間の経済的な面で
ある。











16)高 木 幸 二 郎 監 訳P経 済 学 批 判 要 綱 』 第1分 冊,大 月 書 店,p.93.
17)同 書,第3分 冊,P.661.
18)r資 本 論 』,マ ル ・エ ン 全 集,第23a巻,大 月 書 店,P.346.
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る。 そ して 自由時間 を合理的 に利用 して の全面 的に発達 した人格 の形成 は社会 の全面 的発達
の必要 な条件であ る。 この ことか ら時間の節約 は社会 と個人 の発達 の全面性 の指標 ともいえ
る。か くしてア フ ァナ シェフはい う,「時間の節約 は第一 の経済的法則 だけで な く,社 会主義
19)
と共産主義 の機能化 と発展 の第一 の社会学的法則で もあ る」 と。時間 の節約一 自由時 間の
増大 の社会 的な面 は この点 にか かわるのである。
以上,社 会主義競争 と計画化 と時間の節約 を論ず るなかで 「社会的 な面」 をみて きた ので
あるが,総 じていえ る ことは,そ れ は 「一,は じめに」 でのべ た共 産主義的労働の形成だ け
で な く,社 会的諸関係 の完成化,人 格 の全面 的発達 に も関係 し,共 産主義へ 移行 すればす る
ほど大 きな役割 を果す,っ ま り具体的 な 日程 に上 って くる ものなのである。20年代 において
HOTの 社会 的な面 があま り前景 に出なか ったのは この ような理 由 もあるのではなかろ うか。
なお,20年代(前 半)の 著名 なHOT論 者 の ひと りと して,ア ・ア ・ボグダ ーノフ(A配K-
caHRpAaeKca賦poBHqSOrAaHOB,1873-1928)もいたが,こ の小論 ではほ とん ど触 れ るこ
とがで きなか った。 かれ は,「 新 しい プロ レタ リア科学」 の創 出 を宣言 して,P一一般 組織 学
(テク トロギヤ)』を著わ した。 そのなか でか れは,「人類 にお いて は組織 の活動以外 の活動
zo)
は存在 しない し,組 織 の任務以外 の任務 は存 在 しない」 と組織 を絶対化 し,「物質 と人 び と
21)
と観念 の三位一体 の組織」 とい う広大 な成全 的体系 を創 出 しようと した。
またかれ は,一 般 的,普 遍 的な組織原 則の ひとつ と して,シ ステムの 「もっ とも弱 き環」
の原則 を,力 学(鎖 の環)か ら取 り入 れて定式化 した。かれ はい う,「全 体の 構 造的耐久性
22)
はその部分 の最小 の耐久性(弱 き環)に よって規 定され る」 と。 この原 則 は当時 ケール ジェ
ンツェフによって批判 され た。かれ はか いている,「ボグダ ーノフは…… 鎖の 環 と階級(あ
るい は社会集団)の あいだ の本質 的な違 いを考慮 に入 れていない。……成 員数 は少 ないが し
か し進んだ階級(た とえば プロ レタ リアー ト)は,成 員数 は多 いが しか し未 組織 で教養の不
足 な農民階級 よ りも確乎 と し組織 され強 固で ある。共通 の活動 で これ らの階級が連合す るば
23)
あい には,プ ロレタ リア ー トの方が はるか に大 きな役割 を演 じることは疑 い ない」 と。













ネテ ィ ックス等 との関連 で,再 検討 ・再評価 され るようになって きた。 ヴェ ・ぺ ・ボゴ レポ
フに よる と,ボ グダー ノフの一連の主 張 は 「サ イバ ネティ ックスの基礎 と共通点が ある。」そ
れ のみ な らず,か れ は 「後 のその科学 の公式 の創始者(Nウ ィーナーな ど)よ りず っと遠方
za)
を部分 的にだが見や って いた」 ほ どで ある。 ボグダーノ フの組織 論については別の機会 に検





































ボグダーノフ 『一般 組 織 学
(テクトロギヤ)』(1929年ま
で3部 にわけ重版さる)
ボ グ ダ ー ノ ブ 『人 間 と機 械 の
あ い だd(テ ー ラー ・シス テ












ガー ス チ ェ フ 『労 働 の ウ ス タ
ノ ー フ カ』,テ ー ラーr科学 的
管 理 法 』 露 訳 さ る(25年 版 は
ケー ル ジ エ ン ツ ェ フが 序 文 を
か く),フ ァ ヨール 『一 般 な
らび に工 業 の管 理 』 露 訳 さ る
(ガー ス チ ェ フが 序 文 をか く)
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プ ラ トン ・ミ ハ イ ロ ヴ ィ ッ チ ・ケ ー ル ジ ェ ン ツ ェ フ
(ilnaroxMxxaH.nosxyKepxcex?s,188-.1940)
一 共 産 党 と ソヴ ェ ト国 家 の 有 名 な 活 動 家 ,歴 史 家,社 会 評 論 家,文 学 者,外 交 官,HOTの






















動を診こない,ボ ルシェヴィキの定期刊行物(新 聞rキ エフスカヤ ・ムィス リィ』と
rキエフスキエ ・ベスティ』)に非合法に関与する。
亡命 して,ロ ンドン,パ リ,アメリカで暮 らす。この間もロシア社会民主労働党員ボ


















ア レ ク セ イ ・カ ピ トノ ヴ ィ ッ チ ・ガ ー ス チ ェ フ
(A.nexceHKanxTOHOBxvracree,1882～1941)




























ヴォーログダ県,ア ルハーンゲルスク県,ナ リムへの拘留,禁 鋼,流 刑を一度ならず
受ける。警察の追跡か ら隠れつつ,ラ ヴレンティエフ,ナザロフ,ヴ ェルシニン,イ
ワノフとい う姓を名のり,っねに非合法に生活する。













◎HOTの 諸 問 題 にか ん す る主 な労 作
r産業 的 世界 』(1919年),rわれ わ れ の 任務 』(1921年),rいか に 作業 すべ きか』(1921年),
『時 間』(1923年),『新 しい文 化 の ウ ス タノ ー フ カJ(1923年),r労働 組合 と労 働組 織』(1924
年),『労 働 の ウス タ ノー フ カ』(1924年)。
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ThemovementofScientificLabourOrganizaton(HOT)intheSovietUnion
-inthefirsthalftermof1920's一
N.MATSUDA
IntheSovietUnionwheretheyarebuildingupthecommunism,theproblemsofScientific
LabourOrganization(HOTShavebeenespeciallyemphasizedsincethelatterhalfof1960's.
HOThasdualityofeconomicandsocialaspects.Theformerisconcernedwithrisingproduc-
tivityoflabour,whilethefunctionsofthelatterarethechangeoflabourtowardtheprimary
vitaldesire,thetotaldevelopmentofpersonalityandtheperfectionofsocialrelations.That
istosay,thesocialaspecttakesaremarkableroleintheperiodofconstructingthecommunism.
ThemainaimofthispaperistoregardaboutthemovementofHOTinthefirsthalfterm
of1920's.AtthattimemassmovementforHOTwasbroughtaboutinmanyareasandwas
spreadoutdynamicallyundertheleadershipofV.1.Lenin.Itseemstomesignificanttoput
thelightonthisexperimentinordertounderstandHOT-movementintoday'sSoviet.
WhenthepeopleinSovietsetthemselvestorestoretheeconomyandconstructanewsociety
aftertheendofcivilwar,aphenomenalconcernwithtechnicalprogressortheproblemof
HOTcomesintobeingamongtheparty,tradeunion,economicleadersandspecialists,and
labourers.Massandallpeople'smovementstartstosettleitinenterprises,institutes,theRed
ArmyandschoolsthroughthestudyofprinciplesofHOT,thenvariousorganizationsofHOT-
movementappeared.
OneoftheconspicuousresultsistheCentralInstituteofLabour(L?IT)whichwases-
tablishedin1921forthepurposeofresearchandpracticeofHOTinproduction.Itsdirector
wasA.K.Gaschev.InthosedaysLeninlaidastressoverandoveragainon"Studytowork",
thatis,theimprovementoflabourcultureforeachlaboureristhemosturgentdutyofHOT.
Gaschevmadeatrainningmethodoflabourercadreinordertoaidthesolutionoftheduty.
Healsodisplayedtwofundamentalprinciplesofwork.Oneis"onthenarrowbase"of
research,andtheotheris"workwithwhatexistsatthepresent."
In1923ScientificLabourOrganizationConference(CoBHOT)wasestablishedinorderto
leadandcontrolgenerallythoseactivityconnectingallHOTinstituteswiththeSovietOrgan.
ThisconferencebelongedtothePeople'sCommissariatofWorker-PeasantInspectorate
(HKPKH),andwasourca11edcentralleaderorganization.
Ontheotherhand,undertheinitiationofthewiderangeoflabourers,thecellsofHOT
developedthemovementcreatedvoluntarilyintolarge-scaleenterprisesandinstitutes.The
famousoneofthemisthe"Time"Leagueestablishedin1923.Itsnamewaschangedinto
HOTLeagueinthenextyear.P.M.Kerdjenchevwasitsleader.Heinsistedthatprinciples
ofHOTwasappliedtonotonlyproductiveactivitybutactivityofallsortoforganization,up
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todailylife.Thenhealsorecognizedspecialworthoftimeandthoughtthebattleforthe
economyoftimeasalargeelementofHOT.
In1924thesecondconferenceoftheUnionHOTwasopenedatMoscowwiththeobjectof
generalizingmanyexperimentsofHOT-movementwhatwasdoneyetandformulatingthe
functionsforfurtherdevelopmentofHOT.TherethedisputeaboutsubstanceofHOTwas
finishedandnewdifinitionofHOTwasadopted.
ThusthemovementofHOTinthefirsttermof1920'swasdevelopeddynamicallyinthe
directionofjoiningtogetherinstitutes,nationalorgansandmassorganizationorganically.
